
新
原
海
軍
炭
鉱
の
雑
誌『
新
原
』（
３
）

179

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

　広
報
す
え
５
月
号
と
７
月
号
で
、

雑
誌『
新
原
』の
１
号
か
ら
８
号
を
紹

介
し
ま
し
た
。
今
回
は
残
り
の
６
号

を
紹
介
し
ま
す
。

大
正
13
年（
１
９
２
４
年
）発
行

１
巻
９
号

　表
紙
の
絵
は
、
左
上
に
サ
ー
カ
ス

の
空
中
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う
な
も
の
、

右
下
に
玉
乗
り
が
描
か
れ
て
い
て
、

統
計
数
字
は「
福
岡
鉱
務
署
轄
内 

石

炭
坑
ノ
趨す
う

勢せ
い

」で
す
。
大
正
６
年
と

大
正
12
年
の「
休
業
」「
稼
業
」別
に
鉱

区
数
、
坪
数
を
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。

１
巻
10
号

　表
紙
の
絵
は
、
中
央
の
グ
ラ
フ
を
、

下
の
背
中
合
わ
せ
に
立
つ
二
人
の
人

物
が
腰
を
折
っ
て
背
中
で
受
け
て
い

る
と
い
う
図
案
で
す
。
グ
ラ
フ
の
タ

イ
ト
ル
は「
世
界
各
国
坑
内
外
従
業

員
一
ヶ
年
一
人
当
あ
た
り

出
炭
量
」で
す
。

１
巻
11
号

　表
は「
鉱
山
労
働
調
査
結
果
」
で

す
。
下
の
説
明
に
よ
る
と
、
内
務
省

社
会
局
の
依
頼
に
よ
り
福
岡
鉱
務
署

が
10
月
10
日
現
在
で
管
内
九
州
・
山

口
・
沖
縄
９
県
の「
鉱
山
労
働
調
査
」

を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

1巻11号

1巻10号

1巻9号
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１
巻
12
号

　表
は
大
正
13
年
１
月
か
ら
９
月
の

「
全
国
重
要
鉱
山
産
出
状
況
」で
、
金
・

銀
・
銅
・
鉄
・
石
炭
・
石
油
・
硫
黄
に
つ
い

て
産
出
量
を
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。

大
正
14
年（
１
９
２
５
年
）発
行

２
巻
１
号

　大
正
10
年
の「
世
界
石
炭
の
産
額
」

を
牛
の
絵
の
大
小
で
表
現
し
た
も
の

で
す
。
な
ぜ
牛
か
と
言
う
と
、
丑
年

だ
っ
た
か
ら
。
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・

イ
ギ
リ
ス
の
順
に
多
く
、
日
本
は
フ

ラ
ン
ス
に
次
ぐ
第
５
位
で
し
た
。

２
巻
２
号

　棒
グ
ラ
フ
が「
日
本

　明
治
十
年

以
降
鉱
産
額
」（
単
位
は
億
円
）、
円
グ

ラ
フ
が「
大
正
十
二
年
内
訳
」で
石
炭

が
最
も
多
く
、
銅
・
石
油
・
金
・
鉄
・
亜

鉛
・
銀
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
１
巻
10
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
採
炭
部
歌
に
就つ
い

て
」を
紹
介
し
ま
す
。

　３
月
に
共
済
会
が
公
募
し
、
応
募
者

多
数
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
が
次
の
歌

（
楽
譜
は
略
）。
福
岡
高
等
学
校
は
福
岡

市
六
本
松
に
あ
っ
た
、
後
の
九
州
大
学

教
養
部
の
前
身
に
当
た
る
学
校
で
す
。

ま
た
海
軍
軍
楽
特
務
少
尉
と
は
海
軍
軍

楽
隊
に
所
属
す
る
将
校
の
こ
と
で
す
。

2巻2号

2巻1号

1巻12号

福
岡
高
等
学
校
教
授
宮
嵜
晴
美
撰

　海
軍
軍
楽
特
務
少
尉

 

志
波
孝
一

　作
曲

一
、
筑ち

く

紫し

の
国
に
名
を
得
た
る

　
　宝
満
山
の
麓
ふ
も
と
は
ら原

　
　黒
煙
天
に
漲
み
な
ぎ
り
て

　
　機
械
の
響
ひ
び
き
地
に
震
ふ

　
　こ
れ
ぞ
栄は

光え

あ
る
海
軍
の

　
　動ち

か
ら力

の
源も
と

の
採
炭
部

二
、
幾
千
尺
の
地ち

底て
い

に
て

　
　長
幼
男
女
隔
て
な
く

　
　汗
と
臓あ
ぶ
ら脂

に
ま
み
れ
つ
ゝ

　
　昼
夜
を
す
て
ぬ
労
働
に

　
　つ
き
ぬ
宝
庫
開
か
れ
て

　
　黒
き
ダ
イ
ヤ
は
生う
ま

れ
な
ん

三
、
そ
の
往い

に
し
え昔
を
回か
え
り
み顧
ば

　

　
　創
業
将
に
四し
じ
ゅ
う
ね
ん

十
年

　
　苦
心
経
営
今
こ
ゝ
に		

　
　此こ

の

壮
大
を
か
ち
得
た
り

　
　聞
け
よ
誇
り
と
喜
に

　

　
　我
等
の
胸
の
高
鳴
る
を

四
、
た
と
へ
職
つ
と
め

は
異
こ
と
な

る
も

　

　
　つ
く
す
赤ま

こ
と誠
は
一
筋
に

　
　協
力
一
致
の
旗
じ
る
し

　
　高
く
か
ざ
し
て
国
の
為

　
　世
界
の
為
め
に
働
か
ん

　
　働
か
ん
か
な	

あ
ゝ
我
等

採炭部歌
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